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CuItrinae,gen・etspindet・クルター亜科属種不明０６４１０の出土動物骨に占める /Mag面ｂﾑｿﾞ石ｍａｌ３８２４１割合は68.82％である。 Ｃｾｨﾉｾﾞｩｒｌｌｌ３買湖遺跡第１期から第 Ｃｾﾉﾉ〃た力ZｿiｙｓＯ１０１
３期の魚骨出士数はすCyprininaeコイ亜科９０７２５８１８９６
べての動物遣存体のなGal司ssijsフナ属３２１４２８
かで、第１期：69.16％、Ｃ)pnm'ｓコイ属８７７０４７７８６８
第２期：62.80％､第３期：合計１３０８８６１１２１１２８
76.03％の比率である。
魚骨の数量はほかの動
物遺存体よりも増えて
いった｡咽頭歯の総数は
1,171点で、コイ属ｑ'‐
pzZmJsとフナ属
Chz9assmsからなるコイ
亜科Cyprininaeが最も
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図２第１期から第３期における咽頭骨（歯）遺存体の構成多く、ソウギョ属
CZenqPhazJ'ｎｇＭｍとアオウオ属jMDzﾉqPhaUmgDdbnからなるウグイ亜科Leuciscinaeが次いで多い。その他に
メガロブラーマ属｣M白gHjb6z9amaなどからなるクルター亜科Cultrinae､バルブス亜科Barbinaeが続く（表4)。
文化層毎の構成比を図2に示す。図2からわるようにコイ属の占める割合が非常に大きく、この中には幼魚の
咽頭歯が多数含まれている。
また、魚骨の数量は哺乳類の3倍にもなる。魚類遺存体と哺乳類遣存体を出土総数で比較すると、数量では
魚類が優勢となる。魚骨は頭骨等の癒合が弱く、骨格が分解しやすいことから、魚骨の数量が多いことが誇
張されやすい点は注意すべきである。食肉の供給量では、中型哺乳類一頭は中型魚類の何倍にもなる。しか
し、魚類の脊椎骨が大量に出土していることは、客観的にも魚骨の数量が優勢であると言える。
9000年前の漁携民 １７
大量の魚骨の出土は、当時の魚類の消費が相当な量であったことを証明している。そして、同時に対象魚
の漁携活動も相当に活発であったことも示している。こうしたことから、實湖遺跡において、漁携が顕著な
経済活動のひとつであったと強調できる。，
ｂ爬虫類
爬虫類の出土数は多いが、種類は少なく、カメ、スッポンとヨウスコウワニの３種類だけである。
カメとスッポンは非常に多く、出土状況とその保存状態から次の２つに分類することができる。一つは、
墓から出±し、多くは背甲と腹甲、あるいは腹甲のみのものである。そのうち、背甲と腹甲は背腹がすでに
分離しているが、復元すると上下が組み合わさり、もともと－個体であったことを示している。このような
資料が２０数点出土した。腹甲のみのものは、腹甲は完形かほぼ完形のもので、背甲は欠損しているか、ひど
く破損しているかしている。このような資料は、３０数点出土した。このほか、灰坑あるいは廃棄された住居
跡から出土した資料に多くのスッポンがある。すべて破片で食後に遺棄されたものと考えられる。これらの
カメとスッポンの甲羅から同定すると、カメ類にはセマルハコガメCuorafravmzzaZgmaZaやハナガメ０ｍ‐
CZmsmensjSと同定不能のもの、そしてスッポンneZpdjBcussmensjSが出土している。このほか、重要な捕
獲対象にヨウスコウワニAhglatDrsmensjSがある。灰坑や住居趾から１０数個体分の骨格が出土した。幼年
もあれば成年もある。骨片には人工的な二次加工の痕跡があるものもある（河南省文物考古研究所，1999)。
こうしたことは、これらの爬虫類が遺跡付近で捕獲されたもので、外から持ち込まれたものでないことを示
している。
c・軟体動物
そのほかの捕獲対象には淡水棲二枚貝、巻貝などの軟体動物がある。貝殻の出土数も多い。残念なことに、
保存状態が悪く、多くの灰坑や文化層中で腐敗し白色化して粉末状になった貝類が見られた。しかし、貝殻
を粉砕したものを混和材として混入した土器が多く出土したことは、軟体動物を捕獲することが買湖遺跡の
日常的な生産活動であったことを示している。
賢湖遺跡では、同定に耐える軟体動物が３０数体出土した。２科６属の計１４種が同定されている。淡水棲
二枚貝の内容は、イシガイ科UnionidaeのイシガイＺﾉmMmZgZasmeと未同定種、クサピイシガイ属の（江
西模蛛)、CtmeqpsZScapi虚曲､クサピガイCnneqpsZShe口deiと未同定のもの､ガマノセガイ属のＬａｍｐｍＺ[zZa
6azm人LampmtZzLamr血osaと未同定のもの,ササノハガイ属のLanceoKazmgLaC1mKa、トンガリササノハ
LanCe山mgzHyanaと未同定のもの、シジミ科のタイワンシジミCbz96mIﾉﾋIHzmzmea、さらに同定するこ
とができない大量の巻貝片も出土している。
４．漁携と社会生活
（１）漁携：寶湖の人々の重要な表５各文化期における各生産道具の統計
生業
農具狩猟具『舞陽寶湖発掘調査報告書」漁撹具（河南省文物考古研究所，1999）土製石製骨製土製石製骨製土製石製骨製合計
では、生産道具の出土数にもとづ第１期４１２７２７５９
き、経済構造について分析を行つ第２期３９２１５１９９６８１３４２
ている。分析結果から見ると、生第３期１１８１３１１４９２２１９２２３
産道具は大きく３つ分けている。＿合計０１６１５２７２７５２８０１２７６２４
そのうち、農具が162点あり、全
体の25.4％を占める。狩猟具は315点あり、同じく49.5％、漁携具は160点あり、同じく25.1％を占める（表
１，表2を参照）。３期を通して生産方法ごとの生産道具を比較検討することで、それぞれの文化期の経済構造
の状況と変化の傾向をより有効に観察することができる。
表5および図３を見ると、農具の比率は小さい。出士数が比較的多い例えば石斧や石製の磨盤、磨棒などを
木工用道具や加工具として統計をとったために、もしこれらを農具類に入れるとすると、農具の比率はさら
張居中・程志衣・中島経夫１８
に高くなるかもしれな
い。また、竹製や木製の
道具は日常的な生産道
具や生活道具でもあり、
もしこれらの道具を含
めると、農具の比率はさ
らに高くなると思われ
る。出土数から見ると、
鱸鰄
i二１Ｊ狩猟輿
■漁繊
~。」。田ヨーラ囮足グヅーワーノン四一。ノー、 図３第１期から第３期における各生産道具の比率。来菌ほか（2009）より
狩猟具と漁携具はかな
り出土しており、第１期では狩猟と漁携の地位はほぼ同等であったと思われるが、第２期では、狩猟具の出土
数は漁携具の２倍になり、農具の出土数の５倍以上となる。狩猟は主要な生業であり、その地位すでに無視
できないものとなっていた。實湖遺跡では数次の発掘調査において、大量の動物遺存体が出土しており、哺
乳類、鳥類、爬虫類、魚類などが同定されている。豊富な動物資源は狩猟や漁携のために有利な条件を提供
したのである。第３期になると、狩猟具の出土数はだいたい第２期の3分の1、漁携具の出土数は第２期の2分の
１，農具の出土数は第２期の3倍になる。この比率の変化の傾向は、第１期から第３期の各生産道具の比率に明瞭
にあらわれている。各種道具を時期ごとに比較すると、狩猟具の比率は第１期と第２期では増加傾向にあり、
第３期では減少する。漁携具の比率は第１期では比較的高い比率を占め、第２期と第３期には減少傾向にある。
ただ農具の出土数はずっと増加傾向にある。道具の種類と出土数の変化から、人々の狩猟と漁携への依存は
すでに前期や中期ほど高くなく、徐々に農業と家畜飼育へと移行していったのである。
以上に述べたことをまとめると、第１期から第３期から出土した生産道具は、第１期、第２期が狩猟と漁
携が主で、農業が補助的な経済類型を示し、第３期になると、農業は相応に発展し、狩猟や漁携を越える比
率にまでなる。生産道具の総量、動物遺存体、植物遺存体の総合的分析の結果からすると、實湖遺跡は、採
集、狩猟が主で、農業と家畜飼育が補助的な広範囲経済であった。しかし、農業経済の比率は徐々に増加し
たのである。これからすると、漁携は寶湖の人々の重要な生業の一つであったと言える。
第７次発掘調査において、３か所で同時期の墓地が発見されている。そのうち２か所では主に漁携具が副
葬され、もう－か所では主に農具が副葬されていた。この現状は当時の経済構造、社会分業などを研究する
のに重要な示唆を提供し、遺跡後期に複数の社会単位が異なる生業形態であったことを示している。
各動物遺存体の出士数と比率を比較すると、動物性食物はおもに漁携活動に依存していたことが分かる。
家畜飼育は補助的な手段にすぎず､飼育活動はすべての動物性食物の獲得においては二次的な位置であった。
このほか、貝類や爬虫類の捕獲、哺乳動物の狩猟活動も盛んであり、そのなかでもカメ、スッポンは高い比
率を示している。また、特殊な遺構に埋納されているものもあった。カメ、スッポンが寳湖遺跡の経済活動
において、重要な役割を果たしていたのである。
（２）寶湖遺跡の人々にとっての亀文化
買湖遺跡では相当数のカメとスッポンが出土した。カメやスッポンの甲羅などは、廃棄物とされる遺物に
は多く含まれ、また多くの灰坑や文化層中でも見られた。これだけでなく、食後の残った甲羅を加工して、
原始宗教の道具にしたのである。墓中の副葬品には、カメの甲羅に石を入れて、甲羅の表面に符号を刻んだ
ものがある。買湖遺跡では、亀文化が形成されたと考えられる。こうした文化現象は、長期的なカメの捕獲
と食用、そして亀崇拝の活動の結果、徐々に形成されたのである。漁携は實湖の人々の心のなかに神聖な地
位を有したのだろう。
寶湖遺跡の社会共同体の構造については、現在まだ解明されていないが、寶湖社会の信仰は自然環境と生
業とに密接に関係する。規則的に埋葬された大量のカメは亀崇拝の存在を表し、その信仰はトーテミズム的
な崇拝の段階にあったとされる（舐，2007)。これはカメと人々の生活が密接であっただけに、長い関係のう
えにようやく可能になったのである。長期的にカメを食し、カメを利用し、カメを崇拝したことで、亀甲模
刻文字が生み出された。大量に副葬された雛や銘などの狩猟具や漁携具は、環境に適応した生業であること
を直接反映している。寶湖遺跡の最も特色ある亀甲文化と鳥笛文化は、数千年の中国史のなかで、その基礎
的な役割を担ったのである。これらは實湖遺跡周囲の特定の自然環境と関係があり、特色ある思想文化は寶
湖遺跡の人々が自然環境に順応し利用する過程であった。
2０ 號居中・程志衣・中島経夫
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1９9000年前の漁拶民
５おわりに
寶湖遺跡の漁携についてまとめると、以下のように言うことができよう。
１．漁携の規模はすでに大きく、生業経済に重要な地位を占めていた。
２．漁携方法は、主に銘による漁携で、第二期に漁網錘が出現する。網漁携という効率の良い漁携方法は
後世に出現した新しい方法で、その後、徐々に増加していった。
３．漁携具は主に骨製の銘である。土製の漁網錘は少なく、すべて鼎形土器の脚部を転用したものを用い
ている。
４捕獲対象は主に魚類で、次いで軟体動物や爬虫類である。
５．漁携と精神生活との関係は密接である。
寶湖遺跡の人々は９０００年前の漁携民として、樵携を発展させただけでなく、漁携文化をうみだした。實湖
集落の恵まれた気候と自然環境は、こうした漁携とその文化にとりわけ恵まれた自然条件を提供したのであ
る。漁携経済が経済全体において占める割合は、寶湖文化後期になってある程度下降するが、漁携はひきつ
づき重要な役割を担っていた。漁携経済は、亀崇拝を出現させることになり、この文化現象は周囲の地域に
重大な影響を与えることになる。賢湖文化の創始者は優秀な漁携民、狩猟民、工芸民、中国最初の農民、そし
て優秀な音楽家でもあった。
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